
成人となったの
は85人―。

　志岐集会所で行われた式
典では、小学校時代の恩師が
それぞれの氏名を点呼して新
成人を紹介した。
　各地区の代表１人ずつによ
る意見発表。それぞれの想い
と決意、友との絆、家族への
感謝―を語るまなざしに一点
の曇もなく、マイク不調のイレ
ギュラーなトラブルにも臨機
応変に対応してみせた。

　「具体的な目標を早く自分
のものにして、新しい出発の
日に。いっしょにがんばりま
しょう。

―田嶋町長式辞」

　「苓北町が大好きだ」と言う
生まれ育ったふるさとを愛す
る新成人。
　一人ひとりに心から祝福を
おくるとともに、今後ますま
すの活躍を期待したい。
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広報れ
い
ほ
く

1
月
号

（
平
成
28年

）

■
 発
　
行
／
苓
北
町
役
場
　
〒
863-2503 熊

本
県
天
草
郡
苓
北
町
志
岐
660番

地
　
 ☎
0969-35-1111 　

 0969-35-2454 
　
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  http://reihoku-kum

am
oto.jp/

■
 発
行
日
／
平
成
28年

1月
21日

　
■
 編
集
／
総
務
課
　
■
 印
刷
／
㈱
印
刷
セ
ン
タ
ー

携帯でホームページが見られます。

編
集
後
記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
▼
昨
年
は
大
晦
日
一
週
間
前
か

ら
苓
北
町
の
天
気
を
リ
サ
ー
チ
。
日
の

出
方
角
と
時
間
も
色
々
な
サ
イ
ト
で
確

認
。
前
日
に
は
娘
と
息
子
を
連
れ
富
岡

城
に
行
き
、
場
所
と
構
図
を
イ
メ
ー
ジ

▼
１
月
１
日
、
日
ご
ろ
の
行
い
や
雨
男

は
何
処
吹
く
風
―
。
邪
魔
す
る
雲
も
無

い
空
を
、
山
陰
か
ら
見
事
な
朱
に
染
め

は
じ
め
る
。
わ
が
町
は
夕
日
も
き
れ
い

で
す
が
、
元
旦
の
朝
日
も
ま
た
格
別
。

心
洗
わ
れ
る
瞬
間
の
苓
北
を
ま
た
一
つ

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
引
き

続
き
、
様
々
な
情
報
を
発
信
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
今
年
も
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
溝
上
基
）

平成28年苓北町成人式
場所＝志岐集会所
写真＝2016年1月4日（月）撮影
上）坂瀬川地区
中）都呂々地区
下）志岐・富岡地区

新

告
知
端
末
の
電
源
は
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

告
知
端
末
が
聞
こ
え
な
い
と
き
は
連
絡
を
。
総
務
課
☎
３５
－
１１１１

成人式　２０１６年１月４日
志岐集会所に集う新成人。
保護者らも見守るなか町長
式辞を聞く。艶やかな着物
とシワ一つないスーツに包
まれた胸に決意は芽生えた
か。

初日の出　２０１６年１月１
日午前７時37分、富岡城を
照らしはじめる。記念すべ
き３６６分の１番目の太陽を
見ようと、本丸・二の丸に
は多くの人が詰めかけた。

天草・苓北
ふ る さ と
づ く り
寄 付 金

苓北町を

応援してください

苓北町ふるさと納税制度　一定の限度額で
寄附すると実質負担は2,000円。寄附金控
除は毎年受けられます。また、寄附金額に
応じて町から感謝の品（特産品）をお送り
します。特産品はコースから選択可。
詳しくは、町ＨＰまたは総務課まで。

新たなる―。

あ
か
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2016（平成28）年
1月21日（木）

日 月 火 水 木 金 土

2
9
16
23

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

22016 February

建国記念の日

日 月 火 水 木 金 土

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

３ March2016

振替休日春分の日

02　  目次
03　  町制施行６０周年
06　  消防出初め式
08　  申告受付
10　  下水道など料金改定
12　  歴史を訪ねて
13　  チームぱくぱく/ひだまり
14　  保育所受付
18　  みんなのひろば
20　  社会福祉協議会だより
21　  たっしゃかもん
22　  まちのわだい
23　  お知らせ
25　  こせきのまど
26　  新成人者意見発表
28　  苓北町成人式

カレンダー（主な行事予定）

目次

15日

27日

申告受付開始

オルレ「古城めぐりと梅」

ウォーキングトレイル

１日

13日

24日

27日

苓洋高校卒業式

苓北中学校卒業式

町内小学校卒業式

熊本県知事選挙投票日

百間土手ライトアップ　12月28日点灯式があった。
富岡城とともに暗闇に浮かびあがる百間土手（18－22時点灯）

どんどや　１月９日富岡地区（漁港）、どんどやの様子。
小学生らが火入れをすると瞬く間に燃えあがった。

※（ ）は前月比

7,733人（－13）
男3,608人（－3）　女4,125人（－10）
世帯数　3,235戸（＋2）

町の動き
平成27年12月末現在

表紙写真は富
岡城本丸から
撮影。元旦の
朝日が見物客
の顔を染める。
昇りはじめた
太陽はほんの
数分間、空を
朱色に染めた。

昭和33年８月12日に落成（1,050万円）した旧役場庁舎　出典＝苓北町20年の歩み

苓北町章　「レ」と「イ」の二字を組み合わ
せて近代感覚に図案化し、さらに上部の両端
を切り離して「北」の文字を表現。苓北町の
団結と融和は円に表され、産業・文化など町
政のたくましい飛躍的発展を飛鳥の姿を以て
象徴したもの。
（昭和37年10月制定）

町制施行60周年　昭和30年１月１日、富岡
町・志岐村・坂瀬川村が合併―。翌31年都
呂々村が編入し、苓北町として歩んできた歳
月は60年を超えた。
昔があって今がある。今があって未来がある。
発展を支え続ける人々に敬意を表し次の10年
へ―。

60
SINCE 1955苓 北 町

広報れいほく
№625
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　　

町
民
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
平
成
28

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
苓
北
町
は
昭
和
30
年
１
月
１

日
、
富
岡
町
・
志
岐
村
・
坂
瀬
川
村
の

合
併
に
よ
り
誕
生
、
翌
31
年
に
都
呂
々

村
が
編
入
し
現
在
に
至
る
ま
で
、
60
年

の
歩
み
を
つ
づ
け
て
参
り
ま
し
た
。
町

制
施
行
以
来
、
わ
が
町
が
着
実
に
進
展

を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
偏

に
、
歴
代
町
長
、
議
員
は
じ
め
先
輩
諸

氏
の
ご
努
力
と
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
こ
こ
に
深

く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

か
え
り
み
ま
す
と
昭
和
52
年
、
九
州

電
力
苓
北
火
力
発
電
所
の
建
設
が
発
表

さ
れ
て
か
ら
18
年
の
歳
月
を
経
て
、
平

成
７
年
に
１
号
機
が
―
、
15
年
に
は
２

号
機
が
運
転
を
開
始
し
、
現
在
で
は
熊

本
県
内
需
要
電
力
の
約
85
％
を
ま
か
な

う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
「
安
心
し
て
住
め

る
町
」
「
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
」

「
ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
町
」
の
三
つ
を

基
本
理
念
に
、
発
電
所
か
ら
の
税
収
や

電
源
立
地
交
付
金
な
ど
の
財
源
を
有
効

に
活
用
し
、
産
業
、
道
路
、
自
然
景

観
、
歴
史
・
文
化
、
教
育
、
厚
生
福

祉
、
上
下
水
道
、
情
報
通
信
―
な
ど
、

社
会
資
本
の
整
備
を
、着
実
に
、か
つ
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
保
育
料
の
軽
減
や
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
介
護
福
祉
施

設
の
誘
致
な
ど
他
に
類
を
み
な
い
福
祉

施
策
の
充
実
に
も
力
を
そ
そ
ぎ
、
子
育

て
が
し
や
す
い
、
高
齢
者
が
住
み
良
い

町
と
し
て
も
確
か
な
歩
み
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
、
「
苓
北
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
（
12

月
策
定
、
町
Ｈ
Ｐ
で
公
表
）
の
も
と
、

雇
用
の
場
確
保
や
定
住
人
口
の
増
加
な

ど
の
重
点
施
策
に
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
希
望
に
あ
ふ
れ
る
幸
多
き
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

な
ら
び
に
町
制
施
行
60
周
年
記
念
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

苓
北
町
長  

　
　
　
　

（
第
十 
― 

第
十
六
代
（
現
在
）
）

田
嶋　

章
二　
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写真　記念式典式辞を述べる田嶋町長

　　　１月15日、志岐集会所

役場町長室には歴代町長の写真がならぶ

町政功労表彰者 （敬称略、順不同）

町議会議長

議　　　長
錦戸　久幸 坂 瀬 川
倉田　　明 富　　岡

町議会議員（10年以上）

町議会議員

山本　政人 志　　岐
西川眞美子 坂 瀬 川
森　　昭久 富　　岡

上津深江
大仁田藤男 志　　岐

総合農政審議会委員（10年以上）

総合農政審議会委員
倉田　　明 富　　岡
田嶋　豊昭 白 木 尾

農業委員（10年以上）

農 業 委 員
山下　時義 都 呂 々
塚田　修彦 都 呂 々

選挙管理委員会委員（10年以上）

選挙管理委員会委員
木下　　勲 富　　岡
西田　義和 坂 瀬 川
櫻井　勇治 志　　岐

財産区議員（10年以上）
都呂々財産区管理会委員 作田　和夫 都 呂 々
固定資産評価審査委員（10年以上）

固定資産評価審査委員
坂 瀬 川

福田　和敏 富　　岡
荒木　康英 志　　岐

人権擁護委員（10年以上）

人権擁護委員
山本　昭子 都 呂 々
池田　孝子 富　　岡

区長（10年以上）

区　　　長

丸木　房由 坂 瀬 川
溝上　勵一 坂 瀬 川
金子　國雄 坂 瀬 川
横山　森茂 志　　岐
武林　公久 内　　田
山下　正行 上津深江

（故）石川　秀樹 富　　岡
森　　冨人 富　　岡
岡田　　豊 都 呂 々

民生委員（10年以上）

民生・児童委員
坂 瀬 川

岡田恵美子 都 呂 々
平田恵美子 都 呂 々

国保運営協議会委員（10年以上）

国保運営協議会委員
猪口　成美 坂 瀬 川
青砥　忠孝 志　　岐

教育委員（10年以上）
教 育 委 員 登本　玄一 都 呂 々

社会教育委員（10年以上）
社会教育委員 西川眞美子 坂 瀬 川

文化財保護委員（10年以上）

文化財保護委員
溝上　勵一 坂 瀬 川
田中　浩策 富　　岡

スポーツ推進委員（在職10年以上）
スポーツ推進委員
（体育指導委員）

富　　岡
髙橋　行孝 志　　岐

毛筆指導員（10年以上）
毛筆指導員 馬場　國昭 志　　岐

交通指導員（在職10年以上）

交通指導員

坂 瀬 川
植田　一人 富　　岡
富永　光明 都 呂 々
森　　隆志 志　　岐
緒方　秋夫 富　　岡
田尻　清光 上津深江
森　　昭久 富　　岡
平山　正男 坂 瀬 川

消防団役員（20年以上、分団長以上）

消防団関係

村上　　勉 上津深江
御厨　和人 富　　岡
瀬形　靖雄 坂 瀬 川
西田　晴喜 坂 瀬 川
大仁田秀雄 志　　岐
宮内　和人 都 呂 々
山下　和雄 坂 瀬 川
廣田登志次 坂 瀬 川
錦戸　一郎 坂 瀬 川
尾脇　宣宏 都 呂 々
野田　浩二 都 呂 々
本田　　保 富　　岡
錦戸　雅志 坂 瀬 川
立場　　徹 富　　岡
田中　慎一 富　　岡

坂 瀬 川
時田　健一 志　　岐
龍岡　　学 富　　岡
野田　　真 富　　岡

ふるさと苓北会会長

ふるさと苓北会会長

黒瀬日出男 東 京 都
柴田　治美 東 京 都
安藤　儀幸 東 京 都
石田　孝也 兵 庫 県
諸谷　篤生 長 崎 県

友好親善大使
友好親善大使 鉄本浩一郎 長 崎 県

※表彰重複あり 5人
合　　計 74人

　

苓
北
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
が
１
月

15
日
金
曜
日
（
大
安
）
、
町
政
功
労
者
な
ど

を
招
い
て
志
岐
集
会
所
で
開
催
さ
れ
た
。

（
式
典
に
は
関
係
者
含
め
約
２
５
０
人
が
参

加
）

　

式
典
に
は
、
表
彰
を
受
け
た
町
政
功
労
者

の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
唐
津
市
（
友
好
姉
妹
都

市
）
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
か
ら
の
出

席
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
開
式
前
に
は
「
懐
か
し
の
我
が
ふ

る
さ
と
苓
北
町
」
と
題
し
た
動
画
を
ス
ク
リ

ー
ン
で
上
映
。
さ
ら
に
は
、
新
生
苓
北
中
学

校
３
年
生
に
よ
る
合
唱
「
す
べ
て
の
山
に
登

れ
」
、
「
大
地
讃
頌
」
、
「
苓
北
中
学
校
校

歌
」
が
式
典
に
花
を
添
え
た
。

町
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典
を
開
催

町政施行60周年記念式典パンフレッ
ト　苓北町の昭和30年からの主な歩
みを記載したもの。町ホームページ
からダウンロードできます。

万歳三唱 坂井俊之唐津市長 なつかしい町の姿を大型スクリーンで ６０年の歩みを記したパンフレット

ご
あ
い
さ
つ
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熊本県知事表彰（功労章）
副団長　　荒川　浩明
一般功労者表彰
鶴区防災会
白木尾自主防災会
熊本県消防協会功績章
副分団長　田尻　信也
部長　　　長舩　健二
班長　　　金子　英樹
班長　　　富永　久年
団員　　　宇野　琢磨
団員　　　川原　大輔
団員　　　西川　祐一
団員　　　田尻　竜二

団員　　　大仁田繁利
団員　　　武林　智成
団員　　　田中　優一
団員　　　田中　圭造
団員　　　濵﨑　浩之
団員　　　岩本　享治
団員　　　松本　康秀
団員　　　黒瀬　友希
団員　　　大田　英俊
熊本県消防協会勤績章
部長　　　髙岡　　勲
班長　　　福本　大介
団員　　　安達　徳久
団員　　　山﨑　大樹

団員　　　溝上　浩一
団員　　　横山　徳広
団員　　　田嶋　泰啓
団員　　　土岐　正治
団員　　　川原栄次郎
団員　　　松本　貴憲
団員　　　松本　正樹
優良団員表彰
３－２班長　大水　敏文
３－４班長　福本　大介
１－１班員　田尻　拓史
１－２班員　溝上　昭吉
２－２班員　淀川　勇治
２－３班員　永野幸一郎

２－５班員　山下　弘喜
４－１班員　前田　彰和
４－４班員　大田　英俊
消防倉庫点検優秀班表彰
第１位　第１分団第２班
第２位　第１分団第４班
第３位　第１分団第１班
第４位　第４分団第４班
第５位　第３分団第３班
第６位　第４分団第２班
通常点検審査結果
第１位　機動分団
第２位　第１分団第２部
第３位　第４分団第１部

防
出
初
め
式
は
１
月
10
日
に
農
村
運
動
広
場
で
開
催

さ
れ
た
。
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
し
た
分
裂
行
進
に

は
、
的
場
区
自
主
防
災
会
や
保
育
園
児
の
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
も
参
加
。
坂
瀬
川
保
育
園
は
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し

た
。
消
防
団
の
放
水
競
技
（
玉
落
と
し
）
で
は
、
見
事
な

連
携
で
訪
れ
た
多
く
の
人
を
魅
了
し
た
。
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
、
漬
け
物
の
無
料
提
供
も

あ
っ
た
。

広報れいほく ２０１6 １月号広報れいほく ２０１６ １月号

消

平
成
28
年
の
新
春
を
飾
る

消
防
出
初
め
式

玉落とし　高さ18㍍上のカゴに
入った２つのボールを落とす。
タイムはもちろん、操作方法な
どの規律も採点の基準となる。

表彰

見事な敬礼は坂瀬川保育園の
宮﨑壮哉（そうや）君（６歳）

ふるまわれた「ぜんざい」 的場区自主防災会の皆さん

消防団ラッパ隊　昭和４０年代から続く苓北町
伝統のラッパ隊。国旗掲揚や町長告示、団長訓
示に花を添える。静寂のなか黙とうで吹かれた
「葬送」―は、寒さも忘れるくらい心にしみる。

放水競技結果
第１位　第２分団第４班
第２位　第４分団第２班
第３位　第１分団第４班
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平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
苓
北

町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
平
成
27

年
中
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
人

１　

事
業
所
得
（
営
業
・
農
漁
業
）

や
不
動
産
所
得
、
一
時
所
得
、
譲

渡
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
人

２　

給
与
所
得
者
で
右
記
１
の
所
得

が
あ
っ
た
人
ま
た
は
年
の
中
途
で

退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ

た
人
ま
た
は
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な
い
人

３　

公
的
年
金
等
の
受
給
者
で
右
記

１
に
該
当
す
る
人
。
ま
た
、
公
的

年
金
等
の
ほ
か
に
郵
便
局
や
Ｊ
Ａ
、

生
命
保
険
会
社
な
ど
か
ら
年
金
を

受
給
し
た
人

４　

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

※
相
続
等
に
よ
る
生
命
保
険
等
に
基

づ
く
年
金
を
受
給
さ
れ
る
人
は
、

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

２　

給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
を

受
け
、
ほ
か
に
所
得
や
控
除
が
な

い
人

３　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か

つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

の
人
。
た
だ
し
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
還
付
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申

告
で
精
算
し
て
く
だ
さ
い
。

①　

申
告
案
内
書
（
ハ
ガ
キ
）、
印

鑑
、
預
金
通
帳
（
所
得
税
の
還
付

口
座
確
認
の
た
め
）。

②　

給
与
や
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
。
紛
失
し
た
場
合
は
事
業
所

や
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
再
発

行
を
依
頼
し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③　

収
入
や
必
要
経
費
を
科
目
ご
と

に
ま
と
め
集
計
し
た
帳
簿
と
、
仕

切
書
や
領
収
書
な
ど
の
関
係
帳
票
。

　

農
業
や
漁
業
者
の
人
に
は
、
集
計

表
を
あ
ら
か
じ
め
配
付
し
て
い
ま

す
。

④　

社
会
保
険
料
や
国
民
年
金
な
ど

の
払
込
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
。

生
命
保
険
、
個
人
年
金
、
地
震
保

険
（
旧
長
期
損
害
）
保
険
料
の
払

込
証
明
書
。

⑤　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

（
前
年
中
に
支
払
っ
た
金
額
が
お

お
む
ね
10
万
円
以
上
か
総
所
得
金

額
等
の
５
％
以
上
）
は
、
平
成
27

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
や
証
明
書
。
支
払
先
が
多
い
場

合
は
医
療
を
受
け
た
人
、
病
院
や

薬
局
ご
と
に
明
細
を
ま
と
め
て
き

て
く
だ
さ
い
。

⑥　

障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
ら

れ
る
人
は
、
「
障
害
者
手
帳
」
な

ど
証
明
す
る
書
類

⑦　

農
業
所
得
は
収
支
計
算
（
収
入

―
必
要
経
費
）
に
よ
っ
て
算
定
し

ま
す
。
収
入
や
支
出
が
分
か
る
出

荷
証
明
書
や
領
収
書
を
科
目
ご
と

に
集
計
し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
別
途
控
除
さ
れ
る
特
別
経

費
（
雇
入
費
や
小
作
料
、
大
型
農

具
の
減
価
償
却
費
や
借
入
金
利
息

な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容

が
分
か
る
証
明
書
、
伝
票
な
ど
が

必
要
で
す
。

　

自
家
消
費
用
だ
け
の
米
や
野
菜
を

栽
培
し
て
い
る
人
や
、
借
地
料
と
し

て
米
な
ど
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
、

収
入
換
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
所
得
が
な
い
人
で
も
、
家
族
の

扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

そ
の
旨
の
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
申
告
・
納
税

が
で
き
る
ｅ‐

Ｔ
Ａ
Ｘ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
（
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ http://w

w
w
.nta.go.jp

）

※
左
記
に
該
当
さ
れ
る
人
は
、
直
接

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
初
め
て
受

け
ら
れ
る
人

２　

土
地
や
建
物
を
お
売
り
に
な
っ

た
人

３　

株
式
の
売
買
や
先
物
取
引
の
あ

る
人

住
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

住
民
税
の
申
告
を

す
る
必
要
の
な
い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

そ
の
他

□問　天草税務署
　　☎２２－２５１０

□問　税務住民課
　　☎○内１１０／１１１／１１２
　　　○町３９－０００２

税務住民課からのおしらせ受け付けます　町県民税の申告　所得税の確定申告

申 告 受 付

町県民税の申告
所得税の確定申告

申告期間　
２月１５日（月）から
３月１５日（火）まで
※日程は左ページを
　ご覧ください。

公的年金収入のある人の確定申告について
　公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が
２０万円以下である場合には、所得税及び復興特別所得税について確定申告をする必要はありません。
　ただし、この場合であっても、
①所得税及び復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります。
②住民税の申告が必要な場合があります（税務課へお尋ねください）。
　詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jpまたは 国税庁   検索 ）をご覧いただくか、天草税務
署へご相談ください。

復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！
　平成２５年分から平成４９年分まで、復興特別所得税（原則として各年分の所得税額の２．１％）を所得
税と併せて申告・納付することとされています。
　確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないようご注意ください。
※還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が必要となります。
　詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jpまたは 国税庁   検索 ）の「個人の方に係る復興特別
所得税のあらまし」をご覧いただくか、天草税務署へご相談ください。

都公　都呂々公民館　 木集　木場集会所
西集　西川内集会所　 坂公　坂瀬川公民館
鶴公　鶴公民館　　　 木公　木場公民館
役大　役場大会議室　 下公　下向公民館
三集　三区集会所　　 富公　富岡公民館

注意　申告については、割り当て会場以外
での受付はできません。決められた場所・
日程で都合が悪い場合は、事前に税務住民
課へご連絡ください。
（ご希望の会場に必要書類を準備します）

受付時間
午前　９時００分～１１時３０分
午後　１時３０分～ ４時００分

月日（曜日） 場所対象地区・申告区分時間

２月
15日（月）

16日（火）

17日（水）

18日（木）

19日（金）

22日（月）

23日（火）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

29日（月）

午前
午後

午前
午後

午前
午後

終日

午前
午後

午前
午後

午前
午後

終日

終日

終日

終日

都公

都公

木集

西集

坂公

坂公

鶴公
木公

役大

役大

役大

役大

唐干田、本郷
小松、浜、上

萱の木、古里
狸河内、大河内

涼松
松野、中村

西川内

浦、松原
和田

中、小路
川向

鶴
木場

確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

月日（曜日） 場所対象地区・申告区分時間

３月
１日（火）

２日（水）

３日（木）

４日（金）

７日（月）

８日（火）

９日（水）

10日（木）

11日（金）

15日（火）

終日

終日

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

午前
午後

役大

役大

役大

役大

役大

下公

三集

富公

富公

富公

確定申告

確定申告

中尾、志岐山
平山

城下、西原
釜、中通

天神木、馬場
浜之町、明神山、紺屋町

下向、平木
釜の下、的場

内田
白木尾、年柄

尾越、元袋
春の迫、二丁目

三丁目
一丁目、四丁目

五丁目、八区
新町、出来町
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平
成
12
年
に
供
用
開
始
し
た
苓
北

町
の
下
水
道
。
現
在
、
水
洗
化
率
87

％
（
平
成
27
年
３
月
）
と
な
っ
た
イ

ン
フ
ラ
は
、
町
民
の
財
産
で
あ
り
、

き
れ
い
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
基

盤
で
も
あ
り
ま
す
。

　

15
年
を
経
過
し
た
今
、
施
設
の
老

朽
や
人
口
減
少
な
ど
が
財
政
に
影
響

し
、
こ
れ
か
ら
の
下
水
の
安
定
処
理

に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
で
て
き

て
い
ま
す
。

　

料
金
改
定
は
、
下
水
道
事
業
の
財

政
を
改
善
し
、
施
設
を
良
好
に
維
持

し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

本
年
５
月
分
か
ら
変
わ
る
使
用
料

金
は
下（
表
）の
と
お
り
で
す
。

　汲み取り便所のし尿、合併・単独浄化槽の汚泥
は、現在下水処理場敷地内に建設した前処理施設
に一旦貯留し、その後下水処理場へ投入して処理
をしています。し尿・浄化槽汚泥の処理には、こ
の前処理施設、下水処理場の管理費用がかかって
いますが、今まで処理料金はいただいていません
でした。平成２８年５月から下水道に接続して下
水道料金を納めていただいている人の料金値上げ
をお願いするにあたり、負担の公平を図るため、
し尿及び浄化槽汚泥の処理を依頼されている方か
らも処理料金を徴収することになりました。
　なお料金は汲み取り業者にし尿汲み取り、浄化
槽清掃を依頼された都度、その翌月に下水道料金
として納めていただくことになります。１回あた
りの金額は右表のとおりです。

広報れいほく ２０１6 １月号広報れいほく ２０１６ １月号

下
水
の
安
定
処
理
を
維
持
す
る
た
め

下
水
道
な
ど

使
用
料
金
を
改
定

し尿及び浄化槽汚泥処理料金下水道使用料金
農業集落排水施設使用料金

　苓北町の下水道等区域以外は、合併処理浄化槽を設置し水質環境保全に努めています。
現在合併処理浄化槽設置者から使用料金を納めていただき管理をしていますが、使用料金
収入では管理費を賄えていない状況です。下水道料金改定にあわせ、特定地域生活排水処
理事業においても財政改善と良好な維持管理を図るため、合併処理浄化槽使用料金を右記
のとおり改定することになりました。
　なお水道使用量により金額を定めている下水道料金との公平を図るため、７０歳以上の
１人暮らし、２人暮らし世帯等については、申請により使用料を一部減免します。

合併処理浄化槽使用料金

料金表（消費税抜き）

人槽区分

５人

６人

７人

８人

９人

１０人

１１人～２０人

２１人～３０人

３１人～４０人

４１人～５０人

５１人～１００人

１０１人～２００人

２０１人～５００人

５０１人以上

し尿（簡易水洗含む）

料金（１回当たり）

３，０００円　　

３，４００円　　

３，８００円　　

４，２００円　　

４，７００円　　

５，１００円　　

９，９００円　　

１３，２００円　　

１６，４００円　　

２０，０００円　　

３０，０００円　　

４０，０００円　　

５０，０００円　　

６０，０００円　　

６００円　　

料金表（消費税抜き）

人槽区分

５人

６人

７人

８人

９人

１０人

１１人～１３人

１４人～１５人

１６人～１8人

１9人～２０人

現行料金

２，８００円

３，２００円

３，６００円

４，０００円

４，５００円

４，９００円

７，４００円

８，１００円

９，０００円

９，７００円

改定後料金

３，０００円

３，４００円

３，８００円

４，２００円

４，７００円

５，１００円

７，６００円

８，３００円

９，２００円

９，９００円

上天草市 

２，３７６

４，４８２

８，６９４

１２，９０６

５０立方㍍以上

１７０円　 

４９立方㍍まで

１９０円　 

天 草 市 

２，７５４

３，９２０

８，２９４

１２，６６８

苓 北 町 

１，５１０

３，３００

７，８９０

１２，４８０

０

５４０

９７０

１，４００

６４０

１，１３０

２，７５０

４，３７０

６４０

１，６７０

３，７２０

５，７７０

５

１０

２０

３０

補足　料金改定については、昨年１２月の議会定例
会で関係条例全てを改正しました。
　　　　　　　（広報れいほく　２０１５年１２月号）

本年５月、下水道などの使用料金が変わります
□問　水道環境課　☎○内１２９／１４０　○町３９－０００１

※下水道料金は当初、基本料金および１立方㍍あたりの超過料金の単価を、水道料金の約８割で設定。平成２１年度に
　水道料金を改定（値上げ）したため現行料金は８割以下となっている。本年５月の改定では水道料金の約８割となる。

参考　新旧料金の比較（消費税込み）

（消費税抜き）

（参考）近隣自治体との（水道＋下水道料金）比較
使用水量 改 定 後 現　　行 アップ額

金　額

６００円

６００円

排除汚水量

５立方㍍まで

７立方㍍まで
一般汚水

改定後

現　行

用　途
基　本　料　金 超過料金（１立方㍍につき）

１５０円

鶴地区浄化センター木場地区浄化センター富岡浄化センター
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
・
開
館
記
念
特
集

　
　

志
岐
城
跡
の
展
示
遺
物

　

い
ず
れ
も
破
片
で
す
が
、
輸
入
陶
磁
器
は

「
城
歴
」
を
、
土
器
・
石
製
品
は
「
城
内
で

の
生
活
」
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
遺
物
で
す
。

※

輸
入
陶
磁
器

　

青
磁
・
白
磁
・
染
付
が
あ
り
、
碗
・
皿
な

ど
の
破
片
が
出
土
し
ま
し
た
。
主
に
、
中
国

や
朝
鮮
か
ら
の
輸
入
品
で
、
タ
イ
国
・
ア
ユ

タ
ヤ
王
朝
時
代
の
陶
器
も
あ
り
ま
す
。
志
岐

氏
が
、
盛
ん
に
海
外
貿
易
を
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
と
て
も
貴
重

品
で
し
た
か
ら
、
お
宝
物
と
し
て
歴
代
の
城

主
に
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ひ
と

た
び
、
争
い
が
起
き
る
と
、
勝
者
が
、
こ
れ

ら
を
、
ご
っ
そ
り
略
奪
し
て
い
き
ま
し
た
。

志
岐
城
に
限
ら
ず
、
他
の
中
世
城
で
、
出
土

遺
物
に
破
片
が
多
い
の
は
こ
の
た
め
で
し
ょ

う
。
志
岐
城
も
、
天
正
17
年
（
１
５
８
９
）

の
「
天
草
合
戦
」
で
落
城
し
て
、
志
岐
氏
が

薩
摩
へ
退
去
し
て
い
ま
す
。

 

例
外
も
あ
り
ま
す
。
私
が
、
駆
け
出
し
の

頃
の
話
で
す
。
矢
部
（
現
在
、
山
都
町
）

に
、
「
濱
の
館
」
と
呼
ば
れ
る
阿
蘇
大
宮
司

の
居
館
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
県
立
矢
部
高
校

の
敷
地
で
し
た
が
、
校
舎
の
改
築
工
事
に
伴

う
発
掘
調
査
で
、
鳥
の
形
を
し
た
完
形
の
瓶

を
は
じ
め
と
し
て
、
お
宝
が
数
多
く
出
土
し

ま
し
た
。
阿
蘇
氏
が
矢
部
か
ら
退
去
す
る
際

に
、
埋
め
て
い
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

後
で
掘
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
数
百
年

を
経
て
、
昭
和
40
年
代
の
後
半
に
発
見
さ
れ

た
の
で
す
。

　

で
も
。
こ
の
輸
入
陶
磁
器
の
破
片
が
大
事

な
の
で
す
。
近
年
、
研
究
が
進
ん
で
、
時
代

の
事
細
か
な
分
別
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
輸
入
陶
磁
器
の
世
界
的
権

威
者
の
大
橋
康
二
氏
に
調
査
を
依
頼
し
ま
し

た
。
鑑
定
に
よ
り
ま
す
と
、
遺
物
の
上
限

は
、
鎌
倉
時
代
に
遡
り
、
下
限
は
、
近
世
初

頭
ま
で
下
り
ま
し
た
。
数
は
限
ら
れ
ま
す

が
、
上
限
の
遺
物
の
中
に
は
、
志
岐
氏
の
始

め
と
さ
れ
る
藤
原
光
弘
（
菊
池
一
族
）
が
、

天
草
六
ケ
浦
の
地
頭
に
な
っ
た
頃
の
も
の
、

さ
ら
に
、
南
北
朝
時
代
に
志
岐
氏
が
北
朝
方

で
あ
っ
た
頃
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
戦
国
時
代
後
半
の

も
の
が
多
い
こ
と
で
す
。
志
岐
氏
で
最
も
栄

え
た
麟
泉
公
が
盛
ん
に
海
外
貿
易
を
行
っ
た

こ
と
が
、
考
古
学
的
に
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
限
近
く
で
は
、
「
天
草
合
戦
」
に
近
い

頃
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
最
下
限
の
遺
物
に

は
、
麟
泉
公
の
後
、
小
西
行
長
に
取
り
立
て

ら
れ
て
、
志
岐
城
に
入
っ
た
日
比
屋
了
荷
時

代
の
遺
物
も
あ
り
ま
し
た
。
了
荷
は
、
慶
長

５
年
（
１
６
０
０
）
ま
で
、
城
代
を
勤
め
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輸
入
陶
磁
器
の
破
片
は
志

岐
城
の
歴
史
を
、
実
に
細
か
く
物
語
っ
て
く

れ
ま
す
。

※

土
器
・
石
製
品

　

土
器
は
擂
鉢
・
火
舎
（
火
鉢
）・
土
師

器
・
甕
が
目
立
ち
、
石
製
品
に
は
、
石
臼
・

砥
石
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
一
括
し
て

中
世
雑
器
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
細
か
な
年
代

の
区
分
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
城
内
で
の
生
活

が
推
定
で
き
ま
す
。

擂
鉢…

今
の
擂
鉢
と
違
う
所
は
、
器
面
に
付

け
ら
れ
た
条
線
（
引
っ
掻
き
線
）
の
数
が
、

少
な
い
こ
と
で
す
。
山
芋
な
ど
の
根
菜
類
を

摩
り
下
ろ
し
た
調
理
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

火
舎…
俗
に
言
う
火
鉢
の
こ
と
で
す
。
「
天

草
合
戦
」
は
、
晩
秋
か
ら
初
冬
に
あ
り
ま
し

た
の
で
、
夜
間
に
暖
を
取
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
も
増
し

て
、
食
事
を
作
る
際
の
コ
ン
ロ
の
役
目
が
あ

り
ま
し
た
。

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
46
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

土
師
器
の
甕…

煮
炊
き
の
時
に
使
用
し
ま
し

た
。
分
厚
い
土
器
の
破
片
は
、
そ
れ
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。

糸
切
り
土
師
器…

ロ
ク
ロ
か
ら
土
器
を
切
り

離
す
時
に
、
糸
を
使
い
ま
し
た
の
で
、
糸
切

り
土
師
器
と
呼
ば
れ
ま
す
。
皿
が
多
く
、
日

用
雑
器
に
使
用
し
ま
し
た
。

甕…

備
前
甕
や
須
恵
甕
が
あ
り
、
水
甕
や
穀

物
の
備
蓄
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
戦
の
時
に

限
ら
ず
、
城
内
で
の
水
の
確
保
は
、
死
活
問

題
で
し
た
。

石
臼…

中
世
は
、
ソ
バ
を
挽
く
な
ど
、
粉
の

文
化
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

盛
ん
に
石
臼
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

〔
備
考
〕

　

出
土
遺
物
の
中
で
、
富
岡
城
と
決
定
的
に

異
な
る
点
は
、
瓦
が
出
土
し
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
屋
根
構
造
は
、
板
葺
・

萱
葺
・
藁
葺
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
建
物

構
造
は
、
地
面
に
穴
を
掘
り
、
柱
を
埋
め
込

む
掘
立
柱
建
物
が
主
流
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

　

麓
集
落
は
、
志
岐
地
区
の
城
下
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
麟
泉
公
の
居
館
跡
は
、
定
か
で

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
傾
向
は
、
県
内
５
３
３

個
所
の
城
館
跡
で
共
通
し
て
い
ま
す
。
大
方

で
不
明
で
す
。

■具だくさんみそ汁の作り方
①煮干でだしをとる。
②大根・里芋・人参はいちょう切り、椎茸千切り、油
あげはたんざく切り、小松菜は1cm程の長さに切
る。

③煮干出しに小松菜・味噌以外の材料を入れ、それぞ
れ火が通ったら、味噌を入れる。

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」
　保育園・学校・行政が協働と連携を図り、苓北町の
将来を担う子どもたちの“食の応援団”になります。

 「日本食のよさを　見直そう！」

　冬野菜は甘みを増し、柔らかく、みずみずしい
うえに、ビタミンやミネラルも多く含まれています。
 みそ汁は、日本の食卓には欠かせないものです。
栄養豊富な野菜をたっぷり入れて、心も体も温ま
ってください。

具だくさんみそ汁
（２月８日の献立）
具だくさんみそ汁
（２月８日の献立）

2月の目標

■材料名（子ども５人分）
大根………………８０ｇ
里芋………………４０ｇ
人参………………２０ｇ
生椎茸……………２枚
油あげ(四角）……１枚

小松菜…………３０ｇ
味噌……………４０ｇ
煮干……………１５ｇ
水………………７００㏄

　新しい年を迎えました。今年も苓北町子育て支
援センターに、たくさんの人が集い、いろんな人
とおしゃべりをかわし、楽しいふれあいの場とな
ることを期待します。これからも子育て家族を応
援していきたいと思っています。子育ての不安な
ど、どんなことでも気軽に声をかけてください。

Ｑ：予防接種を控えたほうがいいのはどんな時です
か？

Ａ：37.5度以上の発熱がある場合は、接種を受けら
れませんが少しのせきや鼻水が出ているくらいの
軽いかぜの症状なら接種は可能です。ただし、お
っぱいや、ミルクの飲みが悪い、離乳食を食べな
い、元気がない、機嫌が悪
いなど、全身の症状がよく
ない場合は、病気の前ぶれ
かもしれません。必ず医師
に伝えて相談しましょう。

ママたちのＱ＆Ａ

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

給食の様子（志岐小学校）

せ
い 

じ　
　
　

は
く 

じ  　

  

そ
め
つ
け

て
ん
し
ょ
う

や　

べ　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

や
ま  

と

は
ま　

  

や
か
た

だ
い
ぐ
う  

じ

き
ょ
か
ん

び
ん

さ
か
の
ぼ

じ 

と
う

ひ　

び　

や  

り
ょ
う
か

け
い
ち
ょ
う

す
り
ば
ち　
　

   

か  

し
ゃ

か
め

い
し
う
す

と  

い
し

じ
ょ
う
せ
ん　
　

ひ　
　
　

か

び　
ぜ
ん

す　

え

び　
ち
く

ひ

い
た
ぶ
き

か
や
ぶ
き　
　

わ
ら
ぶ
き

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の

し
ろ
し
た

ナイスショット！ 親子で楽しくツリーづくりブロック大好き！楽しいお弁当です

は　

じ

き
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次頁では町内各保育園を紹介します。次頁では町内各保育園を紹介します。

平成28年度保育園園児募集

れいほく
必要な書類など保育所入所申請受付日程

利用までの流れ

入所申請時に必要な書類は次のとおりです 
下記①、②、③の書類は入所児童の父、母それぞれに
必要です。なお、平成２８年４月１日の時点で６５歳
未満の同居祖父母がいらっしゃる場合は、同居祖父母
の書類（①に同じ）も必要となります。
①　保育所入所等審査のために必要な書類１）～４）
のうちどれか（※新規・継続共通）
１）保護者の就労　就労（就労予定）証明書・自

営業証明書
２）妊娠・出産　　母子健康手帳

※出産予定月の前後２ヶ月
のみ入所できます

３）保護者の疾病や同居親族の看護・介護
医療機関の診断書、または身
体障害者手帳や療育手帳、精
神障害者保健福祉手帳や介護
保険要介護認定結果通知書な
ど  

４）上記以外　　　個別にお問い合わせください
②　保育料を決定するための書類１）２）
　　のうちどれか（※新規のみ）
１）平成２７年１月１日以前に苓北町に住民登録
がある人　提出書類なし

２）平成２７年１月２日以降に苓北町に転入され
た人　平成２７年度住民税所得課税証明書

※平成２７年度住民税所得課税証明書は平成２７
年１月１日現在住民登録があった市町村から取
り寄せてください。

③　保護者（父・母）の個人番号カードや通知カード
など個人番号の記載がある書類

④　印鑑
その他　
就労（就労予定）証明書などの用紙は、福祉保健課、
各出張所、各保育園に用意してありますので、申請時
までに事業主または各地区民生委員の証明を受けて提
出してください。

保育を利用できる時間は２種類です
２号認定または３号認定を受ける人は保護者の就労時
間などの事由により保育を利用できる時間が「保育標
準時間」（１１時間）と「保育短時間」（８時間）に
区分されます。

保育標準時間（１１時間）保護者（両親）が１ヶ月あ
たり概ね１２０時間以上の
就労が条件

保育短時間（８時間）　　保護者（両親）が１ヶ月あ
たり概ね　４８時間以上の
就労が条件

※延長保育を利用する場合
には通常の保育料とは別に
延長保育料が発生します

現在の保育所などを継続利用するとき
現在入所している保育所などを継続して利用する場合
は、保育を必要とする事由や状況に引き続き該当して
いることの確認のために現況届及び継続入所申込書の
提出が必要です。 →

２月２日（火）　坂瀬川集会所　１０～１４時
２月３日（水）　富岡公民館　　１０～１４時
２月４日（木）　都呂々公民館　１０～１４時
２月５日（金）　役場大会議室　１０～１４時 
２月８日（月）～２月１９日（金） 
　　　　　　　　役場福祉保健課　９～１７時 
※町外保育所　　
　利用を希望される場合は個別にご連絡ください。

新規に保育所などを利用するとき
「保育の必要性」の認定申請と、利用希望の申し込み
を行い、教育・保育の必要性に応じた支給認定を受け
る必要があります。
また、次の３つの認定区分によって利用先が決まりま
す。
１号認定　教育標準時間認定（子どもが３歳以上で教

育を希望）→　幼稚園・認定こども園
２号認定　保育認定（子どもが満３歳以上で保育が必

要）→保育所（満３歳以上）
３号認定　保育認定（子どもが満３歳未満で保育が必

要）→保育所（満３歳未満）

例）保育所を利用希望の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　つづきは →

育園の園児を募集します
本年４月１日から新たに保育所入所
を希望される人および継続して入所
を希望される人を対象に、次の日程
で保育所入所申請受付と面接を行い
ます。

町へ「支給認定」 申　請

町から「認定証」 交　付

町へ保育所利用を 申　込

町で入所人数など 調　整

保育所の利用先を 決　定

□問　福祉保健課　担当/田中
　　☎○内 １０９　○町 ３９－０００２

保

決
定
ま
で
の
流
れ

申請・申込
は同時に行
います

例） 7:00
延長保育 11時間 延長保育

18:00

例） 8:00
延長保育 ８時間 延長保育

16:00
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れいほく
　宅地を分譲しているざいのおニュービレッジ（上津
深江）では現在、全25区画中、15区画を購入してい
ただいています。
　ざいのおニュービレッジは、眺望・交通アクセス・
自然環境が整った場所にあり、上・下水道も完備して
います。
　宅地の購入申し込みは随時受け付けています。宅地
をお探しの人は、ぜひお問い合わせください。また、
現地案内も行っています。
■問い合わせ先　土木管理課　担当／武林
　　　　　　　　☎０９６９－３５－１１１１（内線１２２）

坂瀬川保育園

町内各保育園の特徴などを紹介します

我が園では、「明るく・正しく・元気よく・手を合わ
せる子ども」を保育目標にあげ、「ありがとうござい
ます」という感謝をする心を大切にしています。ま
た、豊かな自然の中で「よく遊び・よく食べ・よく眠
る」を基本に、様々な経験を通してどんな困難も自分
で乗り越える、「生きる力」の基礎を培い、無限の可
能性を持った子ども達の健やかな成長を、保護者の皆
様と共に職員一同、力を合わせて支えてまいります。
「乳児期は、肌を離さず
　幼児期は手を離さず
　学童期は目を離さず
　思春期は心を離さずに…」　　　　合掌

保育園が子ども達にとって、｢第２の家庭｣となるよ
う、常に家庭と連携をとり保育に努めています。１人
ひとりの子どもの姿をありのまま受け入れ、適切に援
助し、各々の家庭のニーズに細やかに対応できるよう
心がけています。そして、保育士の資質を高め、常に
向上心を持ち、園全体で乳幼児の発達段階に応じた保
育内容の研究と実践に力を注いでいます。また、豊か
な自然環境を活かし、周りの方々の力を借りながら、
１年中、季節の無農薬野菜を育てています。収穫やク
ッキング保育をみんなで楽しみ、給食にもたくさん取
り入れています。子どもの成長が確かに感じられ、親
と保育者が「確かなもの」を共感・感動しあえる関
係、共に育ちあえる関係でありたいと願い保育してい
ます。

坂瀬川１０８番地１
定員　５０人　入所年齢　０歳（２カ月）
開所時間　７～１９時（土曜日も同じ）

☎３７－００９２

宮原保育園
坂瀬川３５９１番地

定員　６０人　入所年齢　０歳（２カ月）
開所時間　７～１８時３０分（土曜日も同じ）

☎３７－０３３１

わが園は、「自然の中で明るく・生き生き・のびの
び」をモットーにしています。園庭は、大銀杏・大楠
など歴史を感じさせる緑の木々に囲まれていて、静か
で広々としており、子供達がいつも自由奔放に走り回
って遊んでいます。また、天気のいい日には散歩によ
く出掛けています。仏様に見守られ、周りの人達に愛
され、お友達とたくさん遊び、たくさん笑って育った
子供達は、自ずと人を愛する大人に成長してゆきま
す。
大自然のもと、明るく・生き生き・のびのびの「自由

な保育」をモットーに、目先のことにはとらわれず、
10年後、20年後といった子供達の未来を見据えて、我
が園は、自信を持って、おおらかであたたかい保育活
動を続けてまいります。

国照寺保育園
志岐１３６０番地

定員　５０人　入所年齢　０歳（３カ月）
開所時間　７～１８時３０分
（土曜日）７～１８時

☎３５－０１６４

（写真・文＝各保育園から。原文のまま掲載）

富岡保育園

｢先生大好き｣｢保育園大好き｣と子ども達に言ってもら
える保育園を作ろうと、職員みんなで努力を重ねてき
ました。当園の前身である「文部省認可富岡幼稚園」
から数えて８６年、子ども達と遊んできた長い歴史か
ら、「子どもの意欲を育む」ことこそが幼児教育の使
命、単に「何かができる、できない」の保育は未来に
禍根を残すと考えています。また様々な勤務シフトで
働く、現代の保護者の皆様の子育てのお手伝いができ
るための体制も、色々とっています。保育時間を始
め、保育の内容については、いつでもお問い合わせく
ださい。
今年も職員全体のチームワークを大切にし、保護者の
会の皆様の絶大なるご協力を頂きながら、また一歩、
歩き出します。私たちの羅針盤は、いつの時も子ども
達の笑顔です。どうか宜しくご指導ください。

富岡２４７６番地
定員　８０人　入所年齢　生後５０日から
開所時間　７～１９時（土曜日も同じ）

☎３５－１６７７

近代的設備と保育環境にすぐれ、また職員も経験豊富
で、乳児でも安心して預けられます。また、地域の子
どもからお年寄りまで地域福祉の拠点として、地域に
開放された保育園です。なお、保護者等の要望に応じ
て一時預かり保育等にも積極的に取り組んでいます。
外国人教師（カナダ･アメリカ･オーストラリア）による
英語学習を月３回実施し、異文化体験をしています。
国（ＮＥＤＯ）との共同開発でクリーンエネルギーを
利用した太陽光により都呂々保育園の電気は発電され
ており、地球温暖化の防止、地球環境の保護など乳児
期より環境及び環境保護について実体験ができます。
また、共同開発の成果は各地の太陽光発電設備設置に
生かされています。「くまもとソーラーパーク」認定
施設（県指定）

都呂々保育園
都呂々１０１番地１

定員　３０人　入所年齢　０歳（２カ月）
開所時間　７～１９時（土曜日も同じ）

☎３６－０２１６

「鎮守の森を保育の庭に」
志岐保育園は、神社保育をおこなっている保育園です。
鎮守の森の豊かな緑と、青い海にかこまれた環境の中で
のびのびと遊びをはぐくんでいます。
お祭り、獅子舞い、ふるさとの伝統を大事にしながら、
地域と深くかかわる保育をしています。日々の生活の中
で、感謝と敬いの心を育てると共に、充実した遊びの中
で「やる気」と「のびのびとした心」を育みます。

志岐保育園
志岐３番地

定員　６０人　入所年齢　０歳（２カ月）
開所時間　７～１９時（土曜日も同じ）

☎３５－２１７０
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の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
様
々
な
試
合
に

出
て
勝
ち
た
い
で
す
。
ま
た
、
今
の
２
年

生
も
来
年
度
入
部
し
て
く
る
の
で
、
高
学

年
ら
し
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
た
い

で
す
。

　

二
つ
目
は
勉
強
で
す
。
５
年
生
に
な
る

と
国
語
や
算
数
な
ど
さ
ら
に
難
し
く
な
る

と
思
う
の
で
、
よ
い
点
数
が
と
れ
る
よ
う

に
宿
題
や
自
学
な
ど
復
習
を
し
っ
か
り
し

て
三
学
期
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

　

三
つ
目
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
昨

年
、
僕
は
、
学
校
全
体
で
取
り
組
む
チ
ョ

ボ
ラ
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
に
し
か

花
の
水
か
け
や
草
取
り
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
僕
は
、
チ
ョ

ボ
ラ
で
な
く
て
も
進
ん
で
水
か
け
や
草
取

り
、
ご
み
拾
い
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
生

活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
５
年

生
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
平
成
28
年
の
抱
負
」

　

新
年
に
な
っ
て
、
僕
に
は
大
き
く
三
つ

の
目
標
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度
は
い
よ
い

よ
高
学
年
に
な
る
の
で
、
目
標
を
達
成
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

一
つ
目
は
部
活
で
す
。
今
年
は
、
部
活

園
児
の
作
品

俳
壇

な
ぎ
さ
初
句
会
よ
り

孫
曾
孫
賑
や
か
正
月
酒
旨
し

安
静
を
保
ち
て
治
療
去
年
今
年

初
鏡
今
は
与
生
の
ど
の
あ
た
り

一
人
分
冬
至
南
瓜
求
め
け
り

合
ふ
こ
と
の
無
き
も
う
れ
し
き
年
賀
状

初
陽
浴
び
白
波
蹴
立
て
漁
船
行
く

ほ
っ
ぺ
め
く
園
児
の
搗
き
し
餅
も
ら
ふ

初
日
映
ゆ
黄
金
の
海
や
城
に
佇
つ

島
山
を
茜
に
染
め
て
初
日
の
出

柚
風
呂
の
幸
せ
ま
と
ふ
夜
更
け
か
な

今
年
よ
り
後
期
高
齢
み
く
じ
引
く

初
茶
の
湯
古
希
喜
寿
傘
寿
並
び
座
す

元
旦
や
平
和
を
願
ふ
灘
平
ら

猪
汁
の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
寒
稽
古

そ
こ
だ
け
に
陽
の
当
た
る
ご
と
櫨
紅
葉

田
﨑
　
良
人

阪
本
　
礼
之

小
川
　
文
平

髙
戸
　
直
樹

宮
﨑
　
國
忠

浜
口
　
雅
英

森
　
恵
美
子

浦
﨑
　
満
志

森
田
　
和
子

山
下
　
恵
子

永
野
　
清
江

田
中
美
津
子

高
橋
　
正
美

金
子
か
を
る

宮
﨑
　
益
美

小
学
生
の
作
文

宮原保育園 りんごぐみ　のおともだち この欄は、みなさんと一緒につくるページです。楽しい行事やご要望など、お気軽に広報係へ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

総務課広報係
ＴＥＬ３５－１１１１
ＦＡＸ３５－２４５４

坂
瀬
川
小
学
校
４
年

海
原　

来
輝 

く
ん

か
い
ば
ら

ら
い 

き

だ
る
ま
さ
ん
が
わ
ー
ら
っ
た
！

寒さに負けずパワー全開の子どもたち。
「みんなが元気にすごせますように」と願い
を込めて「だるま」を作りました。今年も笑顔
いっぱいの１年になりますように！

学
校
自
慢 苓北支援学校中学部１・２組（男３　女１）

みんな元気に　仲良く

クラス４人が休むことな
く元気に登校できており、
みんな毎日学校をとても
楽しみにしています。学
期に１回実施している交
流学習では、苓北中学校
と交流しています。一緒
に遊具で遊んだり、お互
いの取り組みを紹介しあ
ったりしています。ボラ
ンティアグループのたん
ぽぽホールさんに年に２
回来校していただき、本
の読み聞かせや歌を披露
していただくなど、地域
の人との交流も行ってい
ます。最後に中学部は、
教室から海が一望できと
ても素敵な雰囲気です。

苓北中のみなさんと「福笑い」ゲーム 読み聞かせゲーム

担任：松下洋子、清水友美、村上尚平、渡邉亜祐美（敬称略）

富岡地区女性の会３５人が、会活動の
一環で富岡東海岸の清掃を行いまし
た。（平成２７年１１月、写真提供＝髙
村政子さん）

富岡地区女性の会が

恒例のボランティア活動



 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
平
成
27
年
10

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
全
国
一
斉
に
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
苓
北
町
で
も
多
く
の
皆
様

に
温
か
い
お
心
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
度　

募
金
額
　

１
，６
４
５
，０
３
６
円

※
戸
別
募
金
（
51
行
政
区
）

１
，２
４
５
，５
０
０
円

※
法
人
募
金　
　
　
　
　

３
７
３
，０
０
０
円

※
街
頭
募
金
な
ど　
　
　
　

２
６
，５
３
６
円

 

事
業
所
・
職
域
募
金
・
募
金
箱
設
置
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
で
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）

【
坂
瀬
川
地
区
】

㈱
双
川
建
設
・
猪
口
医
院
・
宮
原
保
育
園
・

㈱
キ
ュ
ー
ア
サ
・
坂
瀬
川
保
育
園
・
㈲
日
慎

運
輸
・
㈱
長
濱
興
業
・
坂
田
無
線
商
会
・
味

千
ラ
ー
メ
ン
苓
北
店
・
だ
る
ま
や
商
店
・
大

久
保
鮮
魚
店
・
㈲
苓
北
プ
ロ
パ
ン
・
㈲
ハ
ヤ

シ
住
建
・
田
尻
建
設
㈲
・
ソ
ー
イ
ン
グ
ら
ん

【
志
岐
地
区
】

㈿
苓
北
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
シ
ー
プ

ル
・
青
砥
歯
科
医
院
・
㈱
安
田
屋
・
志
岐
保

育
園
・
㈱
カ
ネ
マ
ツ
・
㈱
レ
イ
ジ
ュ
ウ
・
国

照
寺
保
育
園
・
協
和
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
・

㈱
エ
コ
ア
ッ
シ
ュ
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

楽
洋
の
里
・
苓
北
町
農
業
協
同
組
合
・
天
草

信
用
金
庫
苓
北
支
店
・
㈱
横
山
建
設
・
あ
ら

き
歯
科
医
院
・
㈲
坂
西
商
店
・
㈱
長
井
商

事
・
西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業
㈱
・
㈲
苓
北
浄

化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー
・
綜
合
環
境
保
全
㈲
・

フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
た
か
は
し
・
㈲
松
栄
建

設
・
㈲
斉
藤
自
動
車
商
会
・
㈲
松
下
自
動

車
・
㈱
苓
北
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
・
㈱
ボ
ン

デ
ィ
ー
ヌ
長
崎
・
㈱
み
の
り
商
事
・
宮
崎
薬

品
・
渡
辺
自
動
車
塗
装
工
場

【
富
岡
地
区
】

富
岡
保
育
園
・
医
療
法
人
弘
仁
会
苓
北
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
天
草
郡
市
医
師
会
立
苓
北
医
師
会

病
院
・
植
田
工
務
店
㈲
・
苓
北
電
工
㈲
・
み

く
り
や
・
肥
後
銀
行
富
岡
支
店
・
天
草
漁
業

協
同
組
合
苓
北
支
所
・
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
も
り
・
㈲
本
川
海
産
食
品
・
㈲
第
一
マ

ー
ク
・
㈱
苓
北
薬
局
・
㈲
富
岡
鉄
工
所
・
熊

日
天
草
西
販
売
セ
ン
タ
ー
・
大
協
モ
ー
タ

ー
・
吉
田
工
務
店

【
都
呂
々
地
区
】

都
呂
々
保
育
園
・
㈲
木
山
陶
石
鉱
業
所
・
㈱

光
製
作
所
・
新
光
商
事
㈲

【
街
頭
募
金
・
募
金
箱
】

苓
北
町
役
場
本
庁
窓
口
及
び
各
地
区
出
張
所

（
坂
瀬
川
・
富
岡
・
都
呂
々
）・
坂
瀬
川
郵
便

局
・
苓
北
町
保
健
セ
ン
タ
ー
・
麟
泉
の
湯
・

苓
北
町
温
泉
プ
ー
ル
・
㈿
苓
北
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
シ
ー
プ
ル
・
苓
北
郵
便
局
・
志

岐
集
会
所
・
苓
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

天
草
郡
市
医
師
会
立
苓
北
医
師
会
病
院
・
富

岡
郵
便
局
・
熊
本
県
富
岡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
・
都
呂
々
郵
便
局

【
職
域
募
金
】

苓
北
町
役
場
・
九
電
産
業
㈱

　

今
年
度
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金

は
、
平
成
28
年
度
に
地
域
配
分
金
と
し
て
苓

北
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、
苓
北

町
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
20
日（
日
）、
苓

北
町
新
ふ
れ
あ
い
館
を

会
場
に
天
草
郡
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
（
母
子

会
）
に
よ
る
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
や
シ
チ
ュ
ー
作
り
、
マ
カ

ロ
ニ
を
利
用
し
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

製
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
が
で
き
る
ま

で
の
間
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と

し
て
志
岐
漁
港
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
「
寒
い
！
」
と

言
い
な
が
ら
一
生
懸
命
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
ま

し
た
。

　

新
ふ
れ
あ
い
館
に
帰
っ
た
ら
、
母
子
会
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
温
か
い
シ
チ
ュ
ー

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

母
子
会
で
は
、
８
月
に
親
子
ふ
れ
あ
い
旅

行
に
参
加
協
力
を
す
る
な
ど
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
手
助
け
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
、
１
年

を
通
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

　田中家（年柄）の８人兄弟の五男坊として生まれ育
つ。父母を早くに亡くし、21歳の時、坑木店を営み田中
家を支えた。
　時は流れ、縁あってコト子さん（天草市大江）と結
婚、３人の子どもにも恵まれた。子煩悩だった重喜さん
は、教育にも関心を持ちＰＴＡ会長や町の社会教育座長
を経験した。昭和50年には旅行会社を立ち上げ、天草の
小中学校の修学旅行をお世話をした。今でも、当時の子
ども達からの手紙が重喜さんの宝物となっている。
　現在、家業の「西日本リサイクル市場」を経営しなが
ら、錦鯉の飼育・繁殖を手がけ50年が過ぎた。毎朝５時
30分に起床し朝飯前のひと仕事をこなす。それは、３ヵ
所の池で飼育している１万匹の錦鯉にエサをやること
だ。この道50年の重喜さんは、錦鯉のエサの食べ方でビ
ミョーな変化も見逃さない。錦鯉は５～６月ごろ産卵し
半年ほどで、体長20cm以上にも達する。錦鯉の審査員
資格を有する重喜さんは、定期的に錦鯉を選別し、年に
６回ほど長洲町にある競売場に出品している。同じ趣味
を持つ仲間との会話はさらに明日への活力となり、重喜
さんにとって至福の時が流れる。
　新しい年を迎えた田中家の庭は、樹木と石燈籠がおご
そかに和の空間に溶け込み、庭をひときわ美しく飾るの
は、池を優雅に泳ぐ錦鯉たち。夫婦の人生のように、田
中家の庭も深みを増していく。二人は共に一年の無病息
災を祈った。

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　レタスに塩をかけたものと、肉のステーキが大好きです。ま
た、家内(妻のコト子さん)がニンニクの朝鮮漬けを作ってい
ますが、ほぼ一年中食べています。血行がよくなり、体がぽ
かぽか温もります。

　　好みの女性のタイプは？
　あまり、痩せすぎず、太りすぎていない人。性格は、明るく
て、てきぱきと行動できる人が好きです。

　　もし生まれ変わったら？
　やっぱり男に生まれたいですねえ。基本は、目標に向かってま
い進するのが、私の生き方だから、それは、貫きたいです。何
か人のために役立つ仕事をしたいです。

　　長生きの秘訣は？
　やはり、できるだけ悩みを長く持たないようにしています。
もし、悩みがあれば、一日でも早く解決することです。私の
悩み事には、家内がてきぱきと答えてくれ、いいアドバイス
をくれます。時には、私の痛い所をつついてくれます。そこ
が家内の良さでもあります。また、目標を立てその目標に向
かって、日々前進し続けることが大切です。つまり、ストレ
スを溜めずに、意欲を持って生活することが長生きの秘訣だ
と思います。

問問
ひ けつ

田 中 重 喜 さん

た なか きしげ

（昭和10年12月5日生まれ）満80歳　内田区在住　　

錦鯉と共に50余年!!
No.178

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

心配ごと、悩みごとの
ご相談は
ご遠慮なくどうぞ

（FAXも同じ）（FAXも同じ）

社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより

***飼育歴50余年、
　　重喜の「なるほど!ザ!錦鯉」***

　鯉を上手に飼育するには、何より
も水作りが肝心です。その管理がよ
ければ鯉の寿命は、40年とも50年
とも言われます。バクテリアによる
水の自然浄化などに努め、たし水は
極力少なくする事が秘訣です。
　錦鯉の一般的な見方として、体形（5割）、色彩（3割）、模様
（2割）が基本となってい
ます。模様は「紅白」、「大
正三色」、「昭和三色」が御
三家と言われ、錦鯉の代
表的なものです。紅白と
それに墨が加わったもの
です。

2021 広報れいほく ２０１6 １月号広報れいほく ２０１６ １月号

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

母
子
会
ク
リ
ス
マ
ス
会

志岐漁港でゴミ拾いをする子どもたち

紅白7年もの　
87cm、13kg
紅白7年もの　
87cm、13kg

リサイクル店には、1万点の商品が並ぶリサイクル店には、1万点の商品が並ぶ重喜さん27歳　コト子さん21歳重喜さん27歳　コト子さん21歳
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　１２月２４日から２７日にかけて沖縄県で開催。熊本
県代表として苓北中学校ハンドボール部から３年生
の西田翼君、塚田直央君、平田由樹君が選ばれ出場
した。大会では予選リーグを勝ち上がったが、決勝
トーナメント１回戦で惜しくも岩手代表に敗れた。
（スコア２２－２８、ベスト８）
田嶋町長を表敬　１２月１５日町長室、３選手と山本
校長、矢住教諭（右写真）

　天草・島原の乱で森宗意軒が使ったといわれる薙
刀―。
　玉名市の浦田勝さん（ＪＡ熊本果実連会長、元参
議院議員）のご厚意で１２月２４日、町へ寄託された。
森宗意軒　小西行長の家臣。大阪の陣では真田幸村
（信繁）の軍について戦い、その後天草へ落ちのび
た。天草・島原の乱で戦死。上天草市に森宗意軒神
社がある。

　平井演芸会（平井皓一代表）と８人の保育園児が１２
月２３日に臥龍園（苓北クリニック内）を慰問し、フラ
ダンスやカラオケ、即興踊りなど演芸を披露した。
　入所者は、サンタに扮し
た腹話術やお婆さんに扮し
た岸壁の母に終始笑顔。笑
いの絶えない一足早いクリ
スマスを楽しんだ。

▼
受
験
資
格　

心
身
と
も
に
健
康
で

保
育
士
の
資
格
を
持
っ
た
人

　

年
齢
は
問
わ
な
い
。

▼
採
用
予
定
数　

１
名
程
度

▼
採
用
日
及
び
任
期　

本
年
４
月
１

日
か
ら
来
年
３
月
31
日（
更
新
可
）

▼
勤
務
場
所　

苓
北
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

▼
勤
務
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

▼
勤
務
日
数　

月
15
日
程
度

▼
勤
務
時
間　

８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
時
間

▼
報　

酬　

月
額
12
〜
13
万
円
程
度

▼
諸
手
当　

交
通
費
の
一
部
を
支
給

▼
そ
の
他　

社
会
保
険
・
雇
用
保

険
・
半
年
勤
務
後
年
次
有
給
休

暇
・
作
業
服
支
給
有
り

▼
申
込
期
日　

２
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

▼
申
込
方
法　

社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
に
あ
る
「
嘱
託
職
員
採
用
試

験
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

捺
印
の
上
、
保
育
士
証
及
び
履
歴

書
を
添
え
て
提
出

▼
試
験
日
時　

３
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時　

予
定

▼
選
考
方
法　

面
接
に
よ
る
選
考

□問　
苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
35
―
１
２
７
０

　

美
し
い
自
然
を
未
来
に
つ
な
げ
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日　

時　

２
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
　

８
：
20
〜
10
：
30

▼
場　

所　

富
岡
元
袋（
曲
崎
海
岸
）

▼
そ
の
他　

軍
手
、
ご
み
袋
の
用
意

あ
り
。
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
手
袋
を
持
っ
て
い
る
人
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
が

狭
い
た
め
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ

せ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

□問　
Ｊ
Ａ
れ
い
ほ
く
生
活
福
祉
課

　
　

☎
35
―
１
４
４
１

　
　

水
道
環
境
課　

担
当
／
松
村

　
　

☎
○内
１
４
０

　

九
州
オ
ル
レ
天
草
・
苓
北
コ
ー
ス

の
オ
ー
プ
ン
１
周
年
を
記
念
し
、

「
古
城
め
ぐ
り
と
梅
」
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
（
午
後
３
時
終
了
予
定
）

▼
集
合
場
所　

富
岡
港
駐
車
場

▼
参
加
料　

１
，０
０
０
円
／
人

　
　
　
　
　

※
当
日
徴
収

▼
募
集
人
員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

□申
□問　

商
工
観
光
課（
☎
○内
１
１
４
）

　
　
　

F
A
X
35
―
１
１
９
７

　
　
　

観
光
案
内
所（
土
日
・
祝
）

　
　
　

☎
35
―
１
１
３
６

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

▼
出
願
資
格　

本
年
３
月
卒
業
見
込

ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、

お
よ
び
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

（
年
齢
制
限
な
し
）

▼
募
集
人
員　

40
人

▼
学
力
検
査
日　

３
月
８
〜
９
日

▼
検
査
科
目　

国
語
・
英
語
・
社

会
・
数
学（
満
20
歳
以
上
で
希
望

者
に
は
作
文
と
面
接
で
受
験
可
）

▼
出
願
期
間　

２
月
12
〜
17
日
の
９

時
〜
19
時
。
17
日
は
正
午
ま
で
。

（
土
日
は
受
付
不
可
）

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

□問　
天
草
高
等
学
校
定
時
制

　
　

☎
23
―
５
５
３
３

広報れいほく ２０１6 １月号広報れいほく ２０１６ １月号

 ☎35-1111　　FAX 35-2454

INFORMATION

掲載希望は総務課広報係へ

お知らせ

町か
らの
お知らせ、くらしの情報苓

北
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員
募
集
！

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

Ｊ
Ａ
れ
い
ほ
く
女
性
部

オ
ル
レ
コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
１
周
年

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
開
催

商
工
観
光
課

生
徒
募
集
！

天
草
高
等
学
校
定
時
制

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号 職　　　種 就業場所 年  齢人  数

9961
14461
25961
86061

4413251
4393551

4370851
4211451
4093451
4111151

4115551
4116451

4141851

4143951

4155251
4200051

苓北町
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃

〃
〃

〃

〃

〃
〃

不問
不問
39歳以下
不問
35歳以下
40歳以下

不問
40歳以下
不問
18歳以上

不問
不問

不問

不問

39歳以下
不問

133,000～188,000
138,000～178,000
184,500～203,000
399,800～439,400
137,000～200,000
130,650～186,680

152,000～262,000
184,000～184,000
127,650～183,680
150,000～220,000

130,000～200,000
140,000～210,000

200,000～300,000

119,152～132,000

160,000～180,000
180,000～185,000

介護職員
准看護師
土木作業員
薬剤師
建設作業員
染色工
看護職員（正、准）

現場作業員
縫製工
当直係（夜間）
ホテルフロント（日勤のみ）

ホテルフロント
土木施工管理技士

縫製（パーツアイロン）

下水処理場現場管理技術員

正看護師

レジ精算係
看護助手
作業療法士
准看護師
言語聴覚士
看護師
准看護師
准看護師
訪問看護師
ケアワーカー（介護員）

訪問介護（ホームヘルパー）

理学療法士
言語聴覚士
医療事務管理職候補

一般ゴミ収集、運搬

土木現場監督

3948751
3835751
3836851
3838951
3712451
3713751
3714851
3737551
3738451

3739751

3740951
3742051
3743351

3744251

3753551
3787451

苓北町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃
〃

〃

〃
〃

2人
1人
2人
1人
1人
1人

1人
2人
3人
1人

1人
1人

2人

1人

1人
2人

1人
1人
1人
2人
1人
1人
1人
2人
1人

3人

1人
1人
1人

1人

3人
1人

不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問
不問

不問

不問
不問
不問

不問

45歳以下
不問

130,000～160,000
129,000～134,000
210,000～215,000
153,000～153,000
213,000～223,000
195,000～215,000
159,000～174,000
159,000～174,000
159,000～223,000

 
141,000～153,000

 
141,000～151,800
205,000～267,000
213,000～223,000

258,800～280,800

138,000～161,000
220,000～310,000

賃　金（単位:円） 求人番号

求  人  情  報求  人  情  報 【常用一般分抜粋】 １月４日現在

ＯＣジュニアオリンピックカップ
２０１５ハンドボール大会、苓北中
から３選手が出場

リスマス会
フラダンスや腹話術で
臥龍園を慰問

宗意軒の薙刀、

苓北町歴史資料館へ

Ｊ

ク

森そう い けん なぎ  なた

がりゅう

ＪＡ熊本果実連を訪れ、
浦田会長から薙刀を手
渡される田嶋町長

まちのわだい｜TOWN TOPICS｜
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ＶＩＳＩＴあまくさプロジェクト　～Dream Year 2016～
　今年は、天草地域にとって、天草五橋開通50周年、雲仙天草
国立公園指定60周年、さらには、﨑津集落の世界文化遺産登録
への期待も高まるなど、天草に全国・全世界から注目が集まる
“Dream Year”です。
　このチャンスを活かし次の50年の発展につなげるため、観光
協会、経済団体、行政が一丸となって取り組むプロジェクト、それが「VISITあまくさプロジェクト」です。
“あまくさを、ニュースにしよう”をキャッチフレーズに、交流人口拡大につながる仕掛けやイベントを展開し
ながら、天草の魅力をゾクゾク発信していきます。
　２月号からは、「VISITあまくさプロジェクト」の具体的な内容について掲載していきます。
　皆様も一緒に“Dream Year”を盛り上げましょう！　　　　　□問 　商工観光課　☎○内１１４／１１５

　熊本県最低賃金は昨年１０月に改正されています。
地域別最低賃金

　大会当日は、長時間にわたり大規模な交通規制
が実施されますので、マラソンコース沿線以外の
通行可能な道路でも大幅な渋滞が予想されます。
大変ご迷惑をおかけしますがご理解ご協力をお願
いします。
　熊本市内にお出かけの際はマイカーの使用をひ
かえ、公共交通機関の利用にご協力ください。
　詳しくは「熊本城マラソンホームページ」をご確
認ください。http://kumamotojyo-marathon.jp/
□問 　熊本城マラソン実行委員会事務局
　　☎０９６－３２８－２３７３

広報れいほく ２０１6 １月号広報れいほく ２０１６ １月号

２０歳になったら国民年金

　国民年金は、老後の所得保障だけではなく、病気やけ
がで重い障がいが残ったときなど、思いがけない人生の
「万が一」もサポートする公的年金制度です。
義務と権利　日本国内にお住まいの２０歳から６０歳まで
のすべての人は、国民年金に加入して保険料を納付する
義務があり、年金を受け取る権利があります。
加入の手続き　学生や自営業者などの「第１号被保険
者」は、役場で直接手続きをしてください。サラリーマ
ンや公務員の「第２号被保険者」や、その第２号被保険
者に扶養される配偶者の「第３号被保険者」は、勤務先
の事業所が加入手続きを行いますので、個別の手続きは
必要ありません。
保険料の猶予・免除　学生や失業者など、収入が少ない
ために国民年金保険料の納付ができない場合は、申請に
より保険料の納付を猶予・免除できる制度があります。
  そのうち「学生納付特例制度」は、所得がない学生ご
本人の申請により保険料の納付が猶予される制度です。
  そのほかに経済的な理由などにより保険料の納付が困
難な人のために、「保険料免除制度」や「若年者納付猶
予制度」があります。
  これらの申請を行わないまま、国民年金保険料が未納
となっていると、老後に年金を受けられなくなったり、
年金額が低くなったりする恐れがあります。また、「万
が一」のときに障害年金が受け取れないなどの思わぬ事
態を招きますのでご注意ください。
□問 　税務住民課　担当／田中　
　　☎○内１０６　○町３９－０００２

～新成人の皆さん　
　忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう～

必ずチェック最低賃金！
使用者も、労働者も

２月21日（日）「熊本城マラソン２０１６」開催
交通規制とノーマイカーデーにご協力を！

特定（産業別）最低賃金には、適用範囲があります。
詳しくは、熊本労働局労働基準部賃金室（☎０９６－
３５５－３２０２）または天草労働基準監督署にお尋ね
ください。

最低賃金の件名
熊本県最低賃金

時間額
６９４円

効力発生年月日
平成27年10月17日

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業

自動車・同付属品
製造業、船舶製造・
修理業、舶用機関
製造業

百貨店、
総合スーパー

７３８円

７８７円

７１２円

平成27年12月13日

特定（産業別）最低賃金

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

金　額
（平成27年１２月支出分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
1２月計

件数
０件
０件
１件
０件
０件
３件
１件
０件
５件

0円
0円

25,000円
0円
0円

33,000円
2,360円

0円
60,360円

■問い合わせ先　総務課　☎○内２０７　○町35－1111

2月

☎３７－１１１１
☎３７－１１１１

☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３５－１１３３
☎３７－０００１

慈恵病院
慈恵病院

慈恵病院
慈恵病院
医師会病院
猪口医院

（内）

（内・整・ﾘﾊ・泌・精・小（午後））
（外）
（内）
（内）

（小・内）
※休日当番医は1月14日現在の予定です。本紙発行後に変更にな
る場合があります。天草郡市医師会ホームページでも確認でき
ます。

２月７日
 11日

　　14日
21日

    28日

（日）
（木・祝）

（日）
（日）
（日）

２月休日当番医

交通事故防止に努めましょう
　苓北町では昨年、１２件の交通事故（負傷者

１５人）が発生しました（件数は昨年１月から

の累計）。

　安全運転を心がけ、交通事故防止に努めま

しょう。

休館日のお知らせ
麟泉の湯　　　　  ☎３５－３７７０
4日（木）、18日（木）
苓北町歴史資料館  ☎３５－０７１２
毎週木曜日（１１日は開館し、翌12日を休館）
温泉プール　　　  ☎３５－３３０１
毎週水曜日

善意の寄附
ありがとうございました

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

城　下　　山田　琉偉（るい）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名

一丁目　阪本　　誠　　一丁目　横﨑　友美

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢

古　里　　小松　重義　　94歳
城　下　　赤﨑チヱ子　　82歳
西川内　　濵﨑　良逸　　86歳
尾　越　　稲尾　良惠　　68歳
下　向　　太田　良人　　72歳
平　山　　田中又三郎　　96歳
四丁目　　立場　幸髙　　85歳
五丁目　　竹本スミヱ　　99歳
下　向　　鳥井さよこ　　96歳
平　山　　　松　光雄　　83歳
川　向　　平井　節子　　86歳
平　山　　田中ミスエ　　96歳

●社協寄付（12月受付分）
西川千代野さん　小松　修一さん　赤﨑　　一さん
稲尾　徹矢さん　藤下　　久さん　濵﨑　　稔さん
鳥井　茂男さん　立場　　徹さん　田中　輝夫さん
源　　敏明さん　　松千代保さん
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ27.12.17～Ｈ28.1.18）
武田　公夫さん（神奈川県）　山田　　強さん（東京都）
塩崎　正人さん（福岡県）　　藤川万里子さん（兵庫県）
迫頭　満雄さん（神奈川県）　宮﨑　経大さん（大阪府）
荒川　末喜さん（愛知県）　　入迫　為雄さん（長崎県）
田嶋　國雄さん（神奈川県） 渡辺　正史さん（神奈川県）

こせきの窓 １２月受付分
〈新生活運動の推進〉お返しは廃止し、お礼状をおくりましょう

（敬称略）

幸せにゴールイン （敬称略）

お悔やみ申し上げます （敬称略）

和也・洋子

子どもの急な病気の相談に応じます

■ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電話、光電話からは
　☎０９６－３６４－９９９９

☎＃８０００番
■受付日時　毎日、午後７時～午前０時

天草保健所
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日本を支えたい

　地元から離れて暮らすことで、温かく迎えてくれ
る、帰る場所があることをとても心強く感じるとと
もに、家族や周りの人の多くの支えがあって自分の
生活が成り立っていることを再確認した。成人して
もこの思いを忘れず、支えられるだけでなく、他の
誰かを支えることができるような大人になりたい。

　私は、工作機械のメーカーに就職する。工作機械
は消費者の目にふれることはないが、高い技術力を
持つ日本の、機械産業を支える重要な存在だ。一人
の大人として日本を支えることができるよう一生懸
命働きたい。

広報れいほく ２０１6 １月号広報れいほく ２０１６ １月号

それぞれの想い、決意― 新成人者意見発表

金子　響平さん
志岐地区

苓北が大好きだ

　私は、昨年４月から社会人としての第一歩を踏み
だし、現在、病院の事務員として働いている。学生
の頃とは違い、何をするにも責任をもってやり遂げ
なければならないのが社会人。今はまだ学ぶことが
多く、毎日が勉強の日々だが自覚と責任をもって行
動していきたい。

　私は、生まれ育った苓北が大好きだ。
　離れてみて、豊かな自然や温かい人々の心を強く
感じた。
　私は今、大好きなこの苓北の地で楽しく、充実し
た日々を送っている。生まれ、育ち、学んだ苓北を
さらに魅力ある町に、そして後世に引き継いでいく
ことが私たちの使命でもある。

瑞穂　妙子さん
富岡地区

夢のはじまり

　中学生のときに経験した、オーストラリアマジー
市へのホームステイに一番影響を受けた。毎日が刺
激的で今でも鮮明に思い出される。現在でも、ホス
トファミリーと連絡を取り合う仲。マジー市の皆さ
んはどこか苓北町と似ており、また行きたいと思わ
せてくれる場所だ。

　この経験が、自分の力で留学し海外で働くという
夢を持たせてくれた。
　先日、パスポートを更新。
「このパスポートから夢が始まったんだね」
　母の一言で、夢に向かって頑張っていこうと思い
直した。

宮﨑　百恵さん
坂瀬川地区

自分を活かす職場があることに感謝

　成長させてくれた母校の都呂々中学校が閉校し、
とても寂しいが、町の中学校が一つになり、より一
層の団結と絆を深めることで、勉強面・スポーツ面
で活躍されることを期待している。

　高校卒業後、自動車の部品を製造する会社に就
職。
　ある時、異動先の上司にこう言われた。
「死ぬ気でやれ」
　休日も稼働しなければならないこのチームで、毎
日がとても辛かったが、自分の知識と経験でプラス
になり自信に繋がった。これからも自分を活かすこ
とができる職場があることに感謝し、学ぶ姿勢を大
事にして、早く一人前になれるよう頑張りたい。

住田柊太郎さん
都呂々地区

このページは、教育委員会へ提出された意見発表原稿をもとに編集・要約して掲載しています。

みず　ほ　　　たえ　こかね　こ　　きょうへい

すみ　だ　しゅうたろうみやざき　　もも　え
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